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特集ス夕一トした陣害福祉課 一一一 1 : 
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; 1976・5・もくじ ・障害福祉課に望む ! 
ふるさと・空から拝見・黒部市 一一一一一10 : 

GMP  (諮髭許認塁)すでに 4月から実施一一一一12 j 
近代化進める本県薬難 一一一14 : 

物価と家計薄シリーズNo.35 一一一一16 j 

トピ yクス 3月 l日一31日 - 18 ; 

野鳥と共に豊かな自然(愛鳥週間 5月 10日一 16日)一一20 : 
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園スタートした障害福祉課国

-車イスで相談に来れます

障害福祉課には、身障者専用の駐事場と草イスでの

ぼれるスロープがあ η、入口のベルで来訪を告げる

ことができます。障害福祉課へ最初に相談に来た宮

成秀雄さんもこのベルをー・・

守

これまで2課に分かれていた県の

l山身障害者対策を一本化し、〈障害福祉課〉ガスタ

ートしました。課員は12名、園、県、市町村ガ一体

と怠って進めるI山身障害者対策の新しい窓口と怠り

ます。はじめに、障害者福祉の基本的精神などを考

えなガら、この新しい課ガどんな仕事を進めるかを

お知らせしましよう。

去る4月オ目、



こぐま学級

月 2回、県社会福祉会館で聞か

れる「こぐま学級」。心身に障害が

あるため、日頃から孤立した生活

をおくりがちな在宅の重度心身障

害の子ども達を集め、集団学習を

通した仲間づ くりを行っている。

指導にあたるのは、訪問指導員

やホームへルパ一、施設の指導者

のほか、学生、主婦といったボラ

の楽しいふん囲気の中て¥

体操、工作、食事指導、遊戯が進

められる 。この日は、新聞紙から

カブトをイ乍った。

別室では、父母の会が聞かれる。

日頃の悩みを出し合い、問題点に

ついてお互いの考えを交換するな

かから、母親どうしのつながりが

深められてし、く 。 2年目に入る今

年度からは、県からの補助金も出

るようになり、活動の輪を広げよ

ンティアの人たち。和気あいあい うとしている。
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固め不自由な人のや目。となる

盲導犬が、パスに添乗できるとい

っ試みが、 4月 1日から始められ

ている。現在のところ、県内で該

当するのは 2頭だけだが、目の不

自由な人にと って嬉しいしらせに

なっている。

9月末までをテスト期間として、

一般乗客の反応をみるというこの

試み。盲導犬は、固め不自由な人

が社会生活をおくるためには不可

欠なものだけに、県民の理解と協

力で成功させたいもの。 (写真は

マ ッサージ業を営む富山市の田島

さん。仕事のために、富山一大泉

線などを利用できるようになった)

十話の会
手話は、手ぶり、身~.ì~' り、表情

を使って話すもうひとつの言葉。

健聴者とろうあ者の聞を、また ろ

うあ者同士を結ぶ言葉の架け橋だ。

〈十本の指で話をしよう 〉 とし寸

十話の会の仲間は、この手話を習

らの悩みの多くは、言言葉が通じな

いことによる孤立感.だという 。十

話の会は、そういう悩みを交換し、

障害福祉について話し合う場にも

なって・いる。

毎週土曜の夜、仲間が集まるの

は、富山市の奥田公民館。これまで

い、ろうあ者との心の触れ合いを も、依頼があった時に手話通訳を

求めようとする 。 買って出たが、ことし、県の手話

会員は保母、サラリーマン、ろ 通訳派遣制度が発足するのにあた

う学校の先生と様々だが、仲間を り、会員達はこれへの参加を企画

求めてろうあ者の参加も多い。彼 している 。
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障
害
と
は
?

障
害
と
は
?

障

害
福
祉
と
は
?

去
る
四
月
一
日
、

こ
れ
ま
で
社
会
福
祉

課
と
婦
人
児
童
課
に

分
か
れ
て
担
当
し
て

い
た
障
害
者
福
祉
行

政
を
一
本
化
し
て
、

「
障
害
福
祉
課
」
が

1
1
¥
1
1

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

日
年
度
の
新
し
い
事

業
も
含
め
て
、
こ
れ

か
ら
は
こ

の
「
障
害

福
祉
課
」

が
、
県
内

り
ま
す
。

の
心
身
障
害
の
方
の
福
祉
を
考
え
る
機
関
と
な

そ
こ
で
、
こ
の
障
害
福
祉
課
が
ど
ん
な
事
業

を
進
め
る
か
を
お
知
ら
せ
す
る
前
に
、
そ
も
そ

も
「
障
害
福
祉
」
と
は
ど
ん
な
こ
と
な
の
か

〈
こ
こ

ろ〉

の
障
害

「障
害
」
と
は
な
に
な
の
か
を
み
て
み
ま
し
ょ
う
。

「障
害
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
に
は
、

〈
こ

こ
ろ
〉
の
面
の
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
と
、

戸)

の
知
能
の
遅
れ
と
は
は
っ
き
り
区
別
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
い
わ
ゆ
る
精
神
病
と
も
異
な
る
も
の
と

き
れ
て
い
ま
す
。

精
神
薄
弱
は
さ
ら
に
、
専
門
的
な
医
学
診
断
や

障
害
程
度
が
重
度
、

中
度
、

心
理
学
的
社
会
学
的
な
判
定
に
も
と
づ
い
て
、

軽
度
に
分
け
ら
れ
、

重
度
に
は
「
A
」、

中
軽
度
に
は
「
B
」

育
手
帳
が
交
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

〈
か
ら
だ
〉
の
障
害

〈
か
ら
だ
〉
の
面
の
障
害
と
い
う
場

方、

合
、
身
体
の
機
能
が
永
続
的
に
障
害
さ
れ
た
状

態
を
い
い
ま
す
。
で
す
か
ら

(人)県内の身体障害者(児)数

表(1) 

表(2)

、王

障
害
の
部
位
に

薄
弱
の
状
態
で
す
。

ら
だ
〉
の
面
の
ハ
ン

デ
ィ
キ
ャ

ッ
プ
と
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
中

lま

〈
こ
こ
ろ
〉

と

〈
か
ら
だ
〉
の
両

たイ面
方キに
もャ二
お ツ重
らフ。の

れをハ
負ン

重;つ デ

複
障
害
や
重
症
心
身

障
害
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

そ
こ
で
ま
ず
〈
こ
こ

ろ
〉
の
面
の
障
害
と

は
、
い
わ
ゆ
る
精
神

一
般
に
は
、
人
の
精
神
や
知
能
は
、
十
五
、

六
歳
頃
ま
で
に
普
通
の
成
人
の
水
準
に
達
し
ま

す
。
精
神
薄
弱
は
、
こ
の
発
達
過
程
が
途
上
で

遅
滞
し
た
状
態
に
あ
る
も
の
で
、
こ
の
た
め
社

会
生
活
へ
の
順
応
が
困
難
に
な
り
ま
す
。

参
考
ま
で
に
い
え
ば
、
精
神
薄
弱
は
あ
く
ま

で
も
精
神
発
達
途
上
で
の
遅
れ
で
あ
り
、
精
神

の
発
達
が
済
ん
だ
あ
と
で
の
遅
滞
や
停
止
で
あ

る
老
人
性
痴
呆
や
頭
に
受
け
た
外
傷
が
も
と
で

5，583 

238 

193 

ip 

よ
っ
て
、
視
覚
障
害
、
聴
覚
障
害
、
平
衡
機
能

障
害
、
音
声
言
語
機
能
障
害
、
肢
体
不
自
由
、

内
部
障
害
(
心
臓
、
腎
臓
、
呼
吸
器
な
ど
の
障

害
)
と
い
う
よ
う
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

障
害
の
程
度
も
、
専
門
の
指
定
医
の
診
断
書

に
も
と
づ
き
、
一
級
か
ら
六
級
ま
で
の
認
定
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
一

・
二
級
を
重
度
、
三

・

四
級
を
中
度
、
五

・
六
級
を
軽
度
と
し
、
そ
れ

ぞ
れ
身
体
障
害
者
手
帳
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、

グ〉

療

「
障
害
福
祉
」
の
対
象
と
な

る
障
害
は
、
重
複
障
害
を
あ
わ
せ
て
三
つ
に
分

け
ら
れ
、
富
山
県
の
ば
あ
い
ゆ
、
表

ωと
ωに

示
き
れ
る
よ
う
な
現
況
に
あ
り
ま
す
。

合計

3，116 

百十6級5級4級3級2級1級

聴覚又は

平衡隊筈

音声言語

障害

肢体

不自由
ー一一一一γ一一ー-
'L、

臓

じ
ん
臓

日乎
I!及
器

内

124 

153 

470 5十

合計

昔日

ゴ芝
田

障

障
害
者
の
福
祉
と
は
?

先
に
障
害
と
は
?

障
害
者
と
は
?
を
み

て
き
ま
し
た
。
そ
れ

で
は
、
こ
れ
ら
障
害

を
背
負
っ
た
方
の
福

祉
と
は
な
ん
で
あ
り

ど
う
あ
る
べ
き
で
し

ょ
、
っ
か
。

国
や
県
の
心
身
障

害
者
福
祉
は
、
人
聞

の
尊
厳
、
人
格
の
肯

定
の
上
に
た
っ
て
い

ま
す
。
障
害
者
は
、

た
ん
に
、
身
体
機
能

の
損
傷
や
喪
失
、
ま
た
は
知
能
の
遅
滞
に
よ
っ

て
日
常
生
活
の
行
動
が
制
限
さ
れ
て
い
る
に
す

ぎ
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
と
す
れ
ば
、
障
害

象
に
「
精
神
薄
弱
者

福
祉
法
」
、
身
体
的

ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ

を
も
っ
方
を
対
象
に

「
身
体
障
害
者
福
祉

法
」
が
制
定
さ
れ
て

お
り

〈
こ
こ
ろ
〉
と

〈
か
ら
だ
〉
の
両
面

か
ら
の
福
祉
施
策
が
、

園
、
県
、
市
町
村
に
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よ
っ
て
力
強
く
推
進

さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
満
十
八
歳

い
ま
す
。

祉
制
度
は
、
「
児
童
福
祉
法
」
に
定
め
ら
れ
て

未
満
の
障
害
児
の
福

者
も
健
常
者
と
同
等
の
権
利
を
も
つ
は
ず
で
あ

り
、
障
害
を
も
つ
に
至
っ
た
こ
と
は
本
人
の
責

任
で
も
、
家
族
の
責
任
で
も
な
い
と
い
う
暖
い

障
害
者
は
、
身
体
的
に
も
精
神
的
に
も
、
ま

た
社
会
的
、
経
済
的
な
面
で
も
大
き
な
ハ
ン
デ

ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
背
負
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

方
の
障
害
を
で
き
る
だ
け
早
い
機
会
に
除
去
、

軽
減
し
た
り
、
あ
る
い
は
社
会
生
活
へ
の
適
応

力
を
高
め
、
自
立
更
生
と
職
業
的
更
生
が
で
き

る
よ
う
、
福
祉
の
諸
施
策
が
実
施
さ
れ
て
い
る

理
解
が
大
切
で
し
ょ
う
。

障
害
者
の
援
護
施
策
は
、
こ
の
基
本
的
な
考

え
方
に
立
っ
て
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

精
神
的
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ

ッ
プ
を
も
っ
方
を
対

わ
け
で
す
。

な
お
、
障
害
の
種
類
や
程
度
が
広
範
囲
で
あ

る
た
め
、
以
上
述
べ
た
福
祉
法
以
外
に
よ
っ
て

も
、
様
々
な
優
遇
措
置
が
と
ら
れ
て
い
ま
す
。

税
制
度
、
雇
用
促
進
制
度
、
教
育
制
度
、
職

業
訓
練
制
度
、
国
鉄

・
私
鉄
運
賃
の
割
引
き
、

N
H
K
放
送
受
信
料
の
減
免
、
公
営
住
宅
の
優

先
入
居
な
ど
、
そ
の
ほ
か
、
社
会
保
障
制
度
の

中
に
も
体
系
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
の
施
策
が
有
効
に
働
く

た
め
に
は
、
日
常
生
活
の
場
に
お
け
る
教
育
上
、

職
業
上
の
理
解
と
協
力
、
さ
ら
に
は
地
域
社
会

に
お
け
る
理
解
と
協
力
が
大
切
な
要
因
と
な
り

ま
す
。
民
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
地
域
社
会

の
中
で
の
暖
い
見
守
り
な
ど
、
障
害
者
と
の
県

民
一
致
し
た
つ
な
が
り
を
作
り
上
げ
た
い
も
の

で
す
。

(注) 0 印は県立施設

組i，投手E潟1 地 句:tSl 名 定只 戸斤 ギE f也 T E L 

相談機関
0精神高軍弱者更生相談所 一-A w 曙町 2醤 22号 富山 31ー 0972

0身体障害者更生相談所 沼石金60 富山 21-1161 

氷見市野のt;I学l胡 30 Jj( 革ま)111065 氷見 72-6115

精神薄弱児
富山市!.¥!:光学閥 30 白石坂1858 富山 31-5828 

通闘地設
魚津市立つくし学聞 30 魚友道373-2 魚i掌 24-3240

f折2皮広域閤わらぴ学閥 30 東 福聖子町商俄1371 稲野 6055 

高岡市あじさい学問 30 間本丸町12番25号 高岡 21-9661 

精神薄弱児
。県立m.部学閥 130 よ(¥石田6771 よ.. ~音j; 52-1354 

地 江主
o ~立栃波学悶 50 4防徳万 1-12 il，五波 7ー 0157

社会福祉法人セーナー苑児童棟 120 上大沢野町坂本3110 大沢野 7ー 0679

o ~立新生 l却 100 iUi 麻生谷3835 高岡 31-1811 

華rl神薄弱者 社会福祉法人セーナー苑更生棟 170 上大沢野町坂本3110 大沢野 7-0679

f友江盤施設 社会福祉法人セーナー苑授産練 50 上大沢野町坂本3110 大沢野 7ー 0679

社会福祉法人野積闘 60 姉八尾町上ヶ島313 八尾 54-5458 

肢体不自由児 0県立高志学園 100 宮寺町 205 富山 31-8741 

地 芯 高岡市立こまどり学園 50 間宝田T4番 1号 高岡 22ー 0109

0県立身体附答者更生指導所 60 w 石金60 富山 21ー 7806

身体障害者
0 県立内部附害者更生指導所 30 宮西長江220 富山 21-1161 

更生後必施設
0 ¥県立宏、1't聖子授産所 50 町立聖子2412 高岡 31ー 0054

キ士会編祉法人マーシ凶(重度授産) 80 東井波町谷480 ヂドt皮 2ー 0490

0県立視覚障答者福祉センター w 西国地方2-10 富山 25-6761 

ilH定心身防害 国立療従所w山病院 160 折} 婦中町新町3145 婦中 6-2135 

児委託病院 国立療養所北陸荘 40 東 城端町イ胃米 城端 2 -3140 

障害福祉施設一覧表(3)

団 体 名 所 在 地

富山県精神薄弱者育成会 富山市舟橋南町5-14 県社会福祉会館内

富山県身体障害者協会連合会 日山市舟橋南町5-14 県社会福祉会館内

富山県肢体不自由児協会 凶山市東団地方1-5 日赤病院富山県支部内

富山県ろうあ福祉協会 高岡市五番町10-17 守山方

富山県盲人協会 富山市新日町T2-2-3

富山県人工喉頭障害者友の会 高岡市伏木中央町7-6島田方

日山県内部障害者団体連絡協議会 富山市清水冗町1丁目5-9 坂木方

s山県重症心身障害児を守る親の会 婦負郡婦中町新町 富山病院内

富山県言語障害児をもっ親の会 富山市安野屋トト42 安野屋小学校内

富山県自閉症児親の会 富山市大手町 1-2 県精神衛生センター内

県内の心身障害者(児)関係団体表(4)
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と
e a園町
、圃し

心身障害者福祉を

すすめる5本の柱

の

3つの係で(職員は12名)

課

障
害
第
二
係

心
身
障
害
児

・
精
神
薄
弱
者
の

福
祉
の
し
ご
と

祉

管
理
係

各
種
施
設
の
運
営
指
導
と
維
持

管
理
の
し
ご
と
社
会
福
祉
総

合
セ
ン
タ
ー
の
建
設
の
し
ご
と

福豊田障

身
体
障
害
者
と
重
度
心
身
障
害
児
の
家
庭
を
訪

問
し
、
無
料
で
家
事
、
介
護
な
ど
、
日
常
生
活

の
お
世
話
を
し
ま
す
。

度
か
ら
富
山
市
針
原
地
内
で
「
社
会
福
祉
総
合

在
宅
福
祉

施
設
福
祉

セ
ン
タ
ー
」
の
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
セ
ン
タ
ー
は
、
幼
児
か
ら
成
人
ま
で
の

-
身
体
障
害
者
介
護
人
の
派
遣

一
時
的
な
疾
病
な
ど
で
、
日
常
生
活
に
支
障

が
あ
る
身
体
障
害
者
に
介
護
人
を
派
遣
し
、
日

身
体
障
害
者
(
児
)
を
対
象
に
し
た
、
体
系
的
、

総
合
的
な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
施
設
で
、
障

〈施
設
福
祉
〉
と
な
ら
ん
で
重
要
な
の
が

〈
在

前
頁
に
掲
げ
て
お
い
た
表

ωを
ご
覧
く
だ
さ

い
。
県
内
に
あ
る
心
身
障
害
者
の
福
祉
施
設
は
、

県
立
が
一

O
、
県
立
以
外
の
公
立
と
民
間
立

(社
会
福
祉
法
人
)
が
一
一
、

他
に
、
重
症
心

身
障
害
児
を
入
所
委
託
し
て
い
る
国
立
療
養
所

宅
福
祉
w
最
近
、
在
宅
者
の
福
祉
対
策
へ
の
要

望
が
強
ま
り
、
県
で
も
重
点
的
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
障
害
福
祉
課
で
は
、
次
の
施
策
が
進

害
の
治
療
↓
後
療
法
↓
更
生
訓
練
↓
自
立
更
生

ま
で
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

常
生
活
の
お
世
話
を
す
る
も
の
で
す
。

O
在
宅
重
度
障
害
者
の
訪
問
診
査
、
指
導

昨
年
度
は
肢
体
不
自
由
児
施
設
高
志
学
園
の

建
設
に
着
工
、
今
年
度
は
版
体
不
自
由
児
養
護

学
校
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
の
建
設
に
と
り

歩
行
困
難
な
在
宅
の
重
度
身
体
障
害
者
と
重

め
ら
れ
ま
す
。

が
二
か
所
あ
り
ま
す
。
ま
だ
十
分
と
は
い
え
ま

せ
ん
が
、
年
々
整
備
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
県
の
大
き
な
計
画
と
し
て
、
昨
年

O
重
度
障
害
者
福
祉
手
当

症
心
身
障
害
児
(
者
)
の
家
庭
を
訪
問
し
て
、

必
要
な
診
査
と
療
育
指
導
を
行
い
ま
す
。

昨
年
十
月
に
発
足
し
た
こ

の
手
当
は
、
精
神

や
身
体
に
重
度
の
障
害
が
あ
る
た
め
、
常
時
介

護
を
必
要
と
す
る
在
宅
の
障
害
者
に
支
給
さ
れ

ま
す
。
月
額
四
千
円
で
す
が
、
二
年
目
を
迎
え

か
か
り
ま
す
。
県
の
身
障
者
福
祉
の
将
来
を
に

-
身
体
障
害
者
福
祉
電
話

な
う
施
設
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

外
出
困
難
な
重
度
の
障
害
者
に
電
話
を
貸
与

し
て
、
緊
急
の
連
絡
や
、
「
お
隣
り
と
ち
ょ
っ

フ

職員独身寮

職員家族寮

保育所

ショッピングセンター

福祉会館

エネルギー・プラン卜

中央管理棟

肢体不自由児施設

養護学校

心身障害者職業センター

と
話
が
し
た
い

」
と
い

っ
た
と
き
に
使

っ
て

い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

る
こ
と
し
十
月
か
ら
五
千
円
に
増
額
さ
れ
ま
す
0

・
重
度
心
身
障
害
者
(
児
)

に
医
療
費
助
成

社会福祉総合センター完成予定図
(富山市針原地内)

一
歳
か
ら
五
十
九
歳
ま
で
の
、
身
体
障
害
者

O
重
度
障
害
者
に
住
み
や
す
い
住
宅
を

重
度
(
一
級
・

二
級
)
の

肢
体
不
自
由
者

手
帳
一
級

・
二
級
の
所
持
者
、
あ
る
い
は
療
育

手
帳
A
を
も

っ
て

い
る
精
神
薄
弱
者

(児
)
の

医
療
費
を
、
公
費
で
負
担
す
る
制
度
で
、
四
十

九
年
十
月
か
ら
始
め
ら
れ
ま
し
た
。

(児
)
の
日
常
生
活
に
便
利
な
よ
う
に
と
、
便

所
、
浴
室
な
ど
の
改
造
に
際
し
、
補
助
金
を
出

K
L
M

N
O
P
O
、

R

S

T

し
て
い
ま
す
。

凡例

A 浄化槽

B 内部障害者居住棟

C 肢体不自由者更生居住棟。身障者授産居住棟
E 職業訓練棟

F メデイカル・リハビリ訓練棟

G リ ハビ リ 病院

H 身障者療護施設居住棟

l 身障者福祉工場

J 身障者モデル住宅

所
得
税
非
課
税
世
帯
以
下
と
い
う
所
得
制

限
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
と
し
七
月
か
ら
は
、
所

得
税
年
額
三
万
円
未
満
の
世
帯
に
ま
で
緩
和
さ

-
浴
槽
、
湯
沸
器
な
ど
の
給
付
ま
た
は
貸
与

重
度
障
害
者
(
児
)
の

日
常
生
活
に
便
利
な

次
の
用
具
を
給
付
ま
た
は
貸
与
し
ま
す
。

浴
槽
、
湯
沸
器
、
特
殊
便
器
、
動
力
付
車
い

す
、
電
動
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
、
盲
人
用
カ
ナ
タ

イ
プ
ラ
イ
タ
ー
、
盲
人
用
具
、
サ
ウ
ン
ド
マ
ス

タ
ー
、
訓
練
用
ベ

ッ
ド
、
特
殊
寝
台
な
ど
で
す
。

れ
ま
す
。

O
ホ
l
ム
ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣
(
身
体
障
害
者
家

庭
奉
仕
員
・
心
身
障
害
児
家
庭
奉
仕
員
)

県
内
の
ホ

l
ム
へ
ル
パ

l
は
二
八
人
。
重
度



。
更
生
擁
護
の
専
門
相
談
員

現
在
、
県
内
に
二
三
三
人
の
相
談
員
が
お
り
、

身
体
障
害
者
と
精
神
薄
弱
者
の
更
生
援
護
に
つ

い
て
助
言
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

-
重
症
心
身
障
害
児
等
の
緊
急
一
時
保
護

重
症
心
身
障
害
児
等
の
保
護
者
や
介
護
に
あ

た
る
人
が
い
な
く
な
っ
た
場
合
、
国
立
富
山
病

院
と
セ

l
ナ
|
苑
に
緊
急

一
時
保
護
を
行
っ
て

も
ら
い
ま
す
。

O
心
身
障
害
者
扶
養
共
済
保
険

心
身
障
害
者
を
扶
養
す
る
人
が
死
亡
し
た
場

合
な
ど
に
支
給
さ
れ
る
保
険
制
度
で
す
。

社
会
復
帰
対
策

障
害
と
い
う
ハ
ン
デ
ィ
を
負
っ
た
人
の
ね
が

い
の
ひ
と
つ
は
、
障
害
を
克
服
し
て
社
会
生
活

の
中
に
と
け
こ
む
こ
と
で
し
ょ
う
。
様
々
な
障

害
福
祉
対
策
の
中
に
、

〈
社
会
復
帰
〉

へ
の
対

策
が
含
ま
れ
る
の
は
こ
の
た
め
で
す
。

そ
こ
で
今
度
は
、
障
害
福
祉
課
が
進
め
る
社

会
復
帰
対
策
を
み
て
み
ま
し
ょ
う
。

-
活
発
に
な
る
身
障
者
の
地
域
福
祉
活
動

従
来
か
ら
の
事
業
と
し
て
は
、
点
訳
奉
仕
員

養
成
、
手
話
奉
仕
員
養
成
、
盲
婦
人
家
庭
生
活

訓
練
、
ろ
う
あ
者
日
曜
教
室
、
音
声
機
能
障
害

者
発
声
訓
練
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
こ
と
し
か
ら
新
た
に
始
め
る
次

の
五
事
業
が
あ
り
、
こ
の
分
野
の
充
実
が
図
ら

れ
て
い
ま
す
。

ω朗
読
奉
仕
員
の
養
成

視
覚
障
害
者
用
の
か
声
の
図
書
H

の
製
作
と
、

養
成
す
る
も
の
で
す
。

朗
読
の
要
請
に
応
ず
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
百
人
を

ω手
話
通
訳
者
の
派
遣

聴
覚
お
よ
び
音
声
言
語
機
能
上
の
障
害
者
、

い
わ
ゆ
る
ろ
う
あ
者
の
、
社
会
生
活
上
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
円
滑
に
す
る
た
め
、
手
話

奉
仕
員
を
派
遣
し
ま
す
。

ω盲
青
年
の
社
会
生
活
教
室

芸
術
、
文
化
な
ど
の
一
般
教
養
、
生
活
設
計

や
職
業
生
活
そ
の
他
、
社
会
生
活
に
必
要
な
知

識
の
習
得
や
、
お
互
い
の
体
験
を
語
り
合
う
場

と
し
て
こ
の
教
室
を
開
き
ま
す
。

凶
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
教
室

機
能
障
害
の
回
復
と
社
会
復
帰
を
め
ざ
し
て
、

医
療
相
談
と
機
能
訓
練
を
行
う
教
室
で
す
。
昨

年
六
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
身
体
障
害
者
温
泉
保

養
所

(舟
戸
荘
)
で
行
い
ま
す
。

O
自
動
車
を
身
障
者
の
足
が
わ
り
に

身
体
障
害
者
の
足
と
も
な
れ
る
自
動
車
。
社

会
復
帰
の
た
め
に
は
、
不
可
欠
の
も
の
で
す
。

そ
こ
で
、
身
障
者
で
も
運
転
免
許
を
と
れ
る

て
い
ま
す
。
ま
た

ょ
う
、
県
内
の
自
動
車
学
校
に
訓
練
を
委
託
し

「
乗
り
や
す
い
車
」
に
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障
害
福
祉
課
へ
の
最
初
の
相
談
者

宮
成
秀
雄
さ
ん
(
必
歳
・
中
央
病
院
内
)
に

イ
ン
タ
ヴ
ュ

i

宮
成
秀
雄
さ
ん
が
障
害
福
祉
課
を
訪

ね
ら
れ
た
の
は
四
月
十
九
日
。
こ
の
課

が
ス
タ
ー
ト
し
て
始
め
て
の
相
談
者
と

い
う
こ
と
で
す
。
去
る
昭
和
二
十
九
年

に
建
設
工
事
で
受
け
た
脊
髄
損
傷
の
た

め
、
現
在
中
央
病
院
内
で
闘
病
生
活
中

の
方
で
す
。
以
下
は
、
こ
の
宮
成
さ
ん

に
、
障
害
福
祉
課
に
何
を
望
む
か
と
い

う
こ
と
で
お
聞
き
し
た
も
の
。

ー
ー
障
害
福
祉
課

へ
は
、
ど
ん
な
相
談

宮
成
さ
ん

こ
?

ー

り
た
か

っ
た
も
の
で
す
か
ら
。
と
い
う

助
成
金
関
係
の
こ
と
を
知

の
も
、
私
、
昨
年
九
月
に
結
成
さ
れ
た

「富
山
県
脊
髄
損
傷
者
の
会
」
に
入
り
、

つ
い
最
近
役
員
の
ひ
と
り
に
な
っ
た
の

で
、
福
祉
制
度
の
知
識
を
広
め
た
か

っ

た
の
が
ひ
と
つ
で
す
。
そ
れ
か
ら
も
う

ひ
と
つ
、
私
自
身
の
問
題
で
、
現
在
使

っ
て

い
る
車
を
、
大
き
な
車

(中
占
を

改
造
す
る
の
で
す
が
」
に
買
い
替
え
る

費
用
の
相
談
に
も
来
ま
し
た
。

宮
成
さ
ん

ー
ー
ー
買
い
替
え
る
と
い
う
と
?

今
の
車
は
小
さ
く
て
、
車

イ
ス
を
乗
せ
る
に
も
大
変
で
す
。
新
し

い
の
で
は
、
改
造
す
れ
ば
、
車
イ
ス
の

ま
ま
乗
り
、
中
で
分
解
し
て
納
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

つ
ま
り

一
人
で
車
の

改
造
す
る
場
合
の
補
助
を
行
い
ま
す
。

-
身
障
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

障
害
を
克
服
し
て
競
い
合
う
ス
ポ
ー
ツ
大
会
。

健
康
や
体
力
の
維
持
増
進
の
た
め
、
ま
た
社
会

適
応
性
を
高
め
る
こ
と
を
も
目
的
と
し
て
毎
年
開

催
さ
れ
る
も
の
で
す
が
、
こ
と
し
も
五
月
二
十

三
日
、
県
営
陸
上
競
技
場
で
行
い
ま
す
。

十
一
月
に
聞
か
れ
ま
す
。

ま
た
、
こ
と
し
の
全
国
大
会
は
佐
賀
県
で
、

。
盲
導
犬
購
入
に
補
助

視
覚
障
害
者
が
安
全
に
行
動
で
き
る
よ
う
、

盲
導
犬
の
購
入
に
は
、
補
助
を
行
い
ま
す
。

早
期
発
見
・
早
期
治
療

-
精
密
検
診
を
三
歳
児
か
ら

三
歳
児
の
適
切
な
指
導
が
、
そ
の
後
の
人
格

形
成
上
、
き
わ
め
て
大
切
で
あ
る
こ
と
が
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
精
神
薄
弱
対
策
に
お
い
て
も
、

こ
の
か
知
恵
の
つ
き
頃
。
で
あ
る
三
歳
と
い
う

時
点
を
重
視
し
、

一
般
検
診
で
障
害
の
疑
い
や

お
そ
れ
が
あ
る
と
診
断
き
れ
た
三
歳
児
の
精
密

検
診
を
行
い
、
事
後
指
導
に
あ
た
り
ま
す
。

O
言
語
と
情
緒
の
障
害
児
に
指
導
訓
練

児
童
相
談
所
が
治
療
指
導
に
あ
た
り
ま
す
0

.
母
親
と
一
緒
に
肢
体
不
自
由
児
の
通
園
訓
練

母
子
が
と
も
に
通
所
し
、
機
能
回
復
訓
練
と

乗
り
降
り
が
で
き
る
わ
け
で
す
。
私
た

ち
に
と

っ
て
は
、
足
が
わ
り
の
車
を
、

一
人
で
操
作
で
き
る
か
ど
う
か
は
、
将

来
の
社
会
復
帰
の
た
め
に
も
大
き
な
鍵

に
な
り
ま
す
か
ら
。

-

|
買
い
入
れ
と
改
造
に
ど
れ
ぐ
ら
い

宮
成
さ
ん

の
費
用
が
か
か
る
わ
け
で
す
か
?

約
九
十
万
円
が
必
要
で
す
。

そ
れ
で
職
員
の
方
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、

社
会
福
祉
協
議
会
が
担
当
し
て
い
る
身

体
障
害
者
更
生
資
金

(世
帯
更
生
資
金

の
内
)
の
生
業
費
を
利
用
で
き
る
と
い

う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
窓
口
が
市

町
村
社
福
協

(私
の
場
合
大
沢
野
町
に

な
り
ま
す
が
)
に
な
っ
て
い
る
の
で
、

そ
こ

へ
行
き
、
最
高
額
の
八
十
万
円
を

し
た
。

借
り
た
い
と
い
う
こ
と
で
申
し
込
み
ま

|

|
ど
う
で
す
か
、
障
害
福
祉
課
の
印

象
は
?

職
員
の
方
が
親
身
に
相
談

に
乗
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
身
障
者
専
用

の
駐
車
場
、

車
イ
ス
用
の
ス
ロ
ー
プ
が

あ
っ
て
、
私
た
ち
で
も
行
き
や
す
く
な

宮
成
さ
ん

り
ま
し
た
。

希
望
を
い
え
ば
、
県
が
も
っ
と
も
っ

と
、
私
た
ち
の
ほ
う

へ
近
づ
い
て
来
て

も
ら
い
た
い
で
す
ね
。
障
害
が
あ
る
と
、

生
活
指
導
を
受
け
て
い
ま
す
。

O
心
身
障
害
児
の
通
園
訓
練
事
業
に
助
成

地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
、

心
身

障
害
児
の
集
団
通
園
訓
練
な
ど
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

こ
れ
に
助
成
し
活
動
を
盛
ん
に
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
、
こ
と
し
の
新
規
事
業
で
す
。

そ
の
他

-
補
装
具
を
交
付
、
修
理

障
害
を
補
う
義
肢
、
装
具
、
補
聴
器
、
盲
人

杖
、
義
眼
、
車
椅
子
な
ど
を
交
付
、
修
理
す
る

も
の
で
、
身
体
障
害
者
手
帳
の
所
持
者
が
対
象

に
な
り
ま
す
。

B 

O
身
体
障
害
者
手
帳
と
療
育
手
帳
の
交
付

手
帳
の
交
付
に
よ
り
、

一
貫
し
た
指
導
と
相

談
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
福
祉
体
系
が
整
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
各
種
の
援
助
措
置
も
受
け
ら
れ
ま

す
。

*
以
上
の
よ
う
な
障
害
福
祉
課

の
し

ご
と
の
多

く
は
、
国
や
市
町
村
、
関
係
団
体
と
協
力
し
て

行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
県
の
場
合
、
次
の
機
関
を
通
じ
て
行

っ
て
い
ま
す
の
で
、
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い

。

-
児
童
相
談
所

福
祉
事
務
所

身
体
障

所 害
者
更
生
相
談
所

精
神
薄
弱
者
更
生
相
談

問
題
が
山
積
し
て
き
ま
す
。
そ
う
い
っ

健
康
な
人
に
は
わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ
で

た
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
い
、
制
度
の
利

用
を
有
効
に
す
る
た
め
に
も
、
県
が
私

た
ち
に
近
づ
い
て
来
て
く
れ
る
こ
と
を

望
む
わ
け
で
す
。

-L
京
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
障
害
福

祉
課
に
何
を
望
ま
れ
ま
す
か
?

宮
成
さ
ん

今
申
し
上
げ
た
よ
う
な
こ

と
が
ひ
と
つ
、
つ
ま
り
、
運
用
面
の
き

め
の
細
か
き
で
す
ね
。
ま
た
、
全
体
に
、

手
当
や
補
助
金
等
の
拡
大
を
期
待
し
ま

す
。そ

の
ほ
か
、
私
個
人
の
夢
で
す
が
、

身
障
者
用
の

「公
営
住
宅
」
が
あ
れ
ば

と
考
え
て
い
ま
す
。
建
物
へ
の
出
入
り

か
ら
、
中
で
の
行
動
ま
で
、
車
イ
ス
で

-
日
常
生
活
を
送
れ
る
主
つ
な
場
所
で
す
。

と
い
う
の
も
、
一
応
の
治
療
が
終
っ
て

家
へ
帰
っ
て
も
、
私
た
ち
は

一
人
で
行

動
で
き
ま
せ
ん
。
っ
き
っ
き
り
の
家
族

に
大
変
な
負
担
を
か
け
る
結
果
に
な
り

ま
す
。
と
い

っ
て
、
家
を
私
た
ち
用
に

改
造
す
る
と
な
る
と
、

(今
県
で
は
改

造
資
金
を
出
し
て
い
ま
す
が
)
や
は
り

大
変
な
費
用
で
す
。
で
す
か
ら
、
家
族

に
大
き
な
負
担
を
か
け
ず
に
、
車
イ
ス

で
生
活
で
き
る
よ
う
な
専
用
の
住
宅
が

あ
れ
ば
と
思
つ
わ
け
で
す
。
社
会
復
帰

の
た
め
に
も
、
そ
う
い

っ
た
公
営
住
宅

が
ほ
し
い
の
で
す
が
。

ー
ー
や
は
り
障
害
者
の
最
大
の
希
望
は

社
会
復
帰
で
す
か
?

宮
成
さ
ん

そ
の
と
お
り
で
す
。

た
だ
、
ひ
と
口
に
社
会
復
帰
と
い

っ

て
も
、
重
大
な
難
が
あ
り
ま
す
。

一
例

を
挙
げ
れ
ば
、
私
の
よ
う
に
脊
髄
損
傷

の
場
合
、
ぼ
う
こ
う
炎
や
床
ず
れ
が
一

生
つ
い
て
ま
わ
り
ま
す
。
排
尿
の
処
理
、

床
ず
れ
の
防
止
な
ど
に
は
、
細
か
い
配

一
旦
社
会
復
帰
し
て

慮
が
必
要
で
す
。

も
、
骨
髄
炎
に
な
っ
て
病
院
へ
舞
い
戻

る
と
い
う
例
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
か

9 

ら
ね
。
同
じ
福
祉
施
策
で
も
、
き
め
の

細
か
い
配
慮
が
ほ
し
い
と
言
っ
た
の
は
、

こ
う
い
う
こ
と
も
含
ん
で
い
る
わ
け
で

す
。
|

|
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

障
害
福
祉
課
か
ら
|
|

宮
成
さ
ん
、
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
県
で
は
、

今
の
よ
う
な
ご
意
見
を

積
極
的
に
と
り
入
れ、

障
害
者
の
実
情
に
合

っ
た
福
祉
の
拡
大
に
取
り
組
み
た
い
と
思
い

ま
す
。
今
後
と
も
、
障
害
者
の
方、

一
般
県

民
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。



空から拝見

:黒部市t

富
山
県
の
北
東
部
、
黒
部
川
の
扇
状
地
に
位
置
す
る
。

山
麓
地
帯
に
は
縄
文
時
代
の
石
の
や
じ
り
、
斧
、
剣
な
ど
が

発
見
さ
れ
、
す
で
に
集
団
生
活
を
営
む
人
遠
の
い
た
こ
と
が
知

ら
れ
る
。
降
っ
て
江
戸
時
代
に
は
、
加
賀
前
田
藩
の
領
地
と
し

て
、
平
和
な
農
耕
生
活
を
お
く
る
農
村
が
形
成
さ
れ
て
い
た
。

昭
和
二
十
九
年
の
市
制
施
行
以
来
、
市
民
生
活
の
向
上
、
福

祉
の
増
大
を
は
か
る
た
め
、
産
業
振
興
に
力
を
入
れ
、
田
園
都

市
か
ら
産
業
都
市
へ
と
脱
皮
し
た
。
そ
し
て
今
、
新
川
地
方
の

中
心
地
帯
と
し
て
。
し
あ
わ
せ
と
繁
栄
。
に
み
ち
た
ま
ち
づ
く

り
を
堅
実
に
お
し
進
め
て
い
る
。



E竜

よい人と よいシステムで

GMPはできあがる

職

原

薬品が混らないよう間仕切りなどで

作業を区介する

境環造製

清潔な職場から純良医薬品は生れる

生衛
、生k
1.0 製

戸四
国

、主主

Z旦製

効
き
目
と
安
全
性
を
確
保
す
る

「
健
康
で
あ
り
た
い
」
|
|
人
間
だ

れ
し
も
が
願
う
こ
と
で
す
。

し
か
し
長
い

人
生
の
中
で
は
、
時

に
病
気
に
な
り
、
怪
我
を
す
る
と
い

う
こ
と
が
起
こ
る
も
の
で
す
。
そ
ん

な
時
に
私
た
ち
の
手
助
け
を
し
て
く

れ
る
の
が
様
々
の
医
薬
品
。
原
因
を

除
く
、
抑
え
る、

変
調
を
元
に
戻
す
、

痛
み
や
熱
を
と
り
去
っ
て
病
気
と
争

っ
て
い

る
身
体
を
力
づ
け
る
:
:
:
薬

は
こ
ん
な
手
助
け
を
し
て
く
れ
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
万
が

一
、
こ
の
薬
の

中
味
が
違
っ
て
い
た
り
し
た
ら
ど
う

な
る
で
し
ょ
う
。

心
臓
の
薬
だ
と
思

っ
て
使
っ
た
の

に
血
圧
の
薬
だ
っ
た
と
し
た
ら
、
も

し
ま
た
傷
ぐ
す
り
が
細
菌
で
汚
れ
て

い
た
と
し
た
ら
、
治
る
病
気
も
悪
化

し
た
り
、
使
っ
た
薬
で
別
の
病
気
が

起
こ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
効
き
目
の
な
い
薬
は
薬
と

い
え
ま
せ
ん
が
、
反
面
、
薬
の
作
用

が
強
す
ぎ
て
も
危
険
で
す
。
薬
は
、

許
可
さ
れ
た
そ
の
通
り
の
も
の
が
作

ら
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
に
医
薬
品
に
は
、
H

有
効

性
。
と
H

安
全
性
u

と
い
う
こ

つ
の

も
の
が
確
保
き
れ
て
い
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
医
薬
品
が
、
医
療
に
欠

か
せ
な
い
も
の
に
な
っ
て
い

る
現
在

で
は
、
な
お
の
こ
と
で
す
。

G
M
P
で
は
、
少
く
と
も
次
の
三

つ
の
要
件
が
充
た
さ
れ
る
よ
う
、
各

工
場
に
求
め
て
い
ま
す
。

ω人
為
的
な
誤
り
を
最
少
限
に
す
る

こ
と
。

つ
ま
り
、
混
同
、
手
違
い

の
防
止
で
す
。

ω医
薬
品
に
対
す
る
汚
染
と
品
質
の

GMPは国園田国国
かつ良い品質の医薬品を
圃圃回国囚圃圏回
つくるために、製造所の
園周回困回目田
圃圃圏圃について
設けられた基準です。

信頼できる

医薬品を消費者に

すでに4月から実施

原料から最終製品

までの管理基準

包装・表示の管理C::J 

00 

-断

A
V
L
半

ー
ム
合
生
時急事。壷記

を
造

証

製

保
、
質

果

品

結験
て
試

し

正しい包装、正しい表示が

医薬品の安全性を守る

再
検
査

-βーヨ A 批し
れー今

1 )注乱。汗L
W地oL01.h

万一誤ηが発生した場合、すぐ回収

できるよう出荷記録も明確に

製昆の出荷

医薬品の安定性と使用期限はあくまで

メーカーが責任をもつべきもの

安定性と使用期限
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処
置

他そ

こ
と
し
四
月
。

G
M
p
o
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

耳
慣
れ
な
い
こ
と
ば
で
す
が
、
正
式
名
称
を
「
医

薬
品
の
製
造
及
び
品
質
管
理
に
関
す
る
基
準
」
と
い

い
ま
す
。

W
H
O
(
世
界
保
健
機
構
)
が
、
一
九
六
九

年
に
こ
の

G
M
P
の
実
施
を
各
国
に
勧
告
し
て
以
来
、

す
で
に
欧
米
各
国
で
制
度
化
さ
れ
、
今
回
、
わ
が
国

で
も
実
施
に
移
さ
れ
た
も
の
。

G
M
P
が
め
ざ
す
の
は
、
有
効
で
安
全
な
、
良
い

品
質
の
医
薬
品
の
供
給
で
す
。

こ
の
た
め
、
原
料
の

受
け
入
れ
か
ら
最
終
製
品
の
出
荷
に
至
る
ま
で
、
製

造
工
程
の
す
べ
て
に
、
管
理
基
準
な
ど
を
定
め
て
製

造
を
行
う
:
:
:
い
わ
ば
医
薬
品
製
造
の
か
行
動
基
準
。

と
い
え
る
で
し
ょ
う
か
。

県
で
は
す
で
に
一
三

O
工
場
を
対
象
に
指
導
を
進

め
て
い
ま
す
。
伝
統
産
業
で
あ
る
本
県
薬
業
の
近
代

化
を
促
す
こ
と
に
も
な
り
、
そ
の
効
果
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

低
下
を
防
止
す
る
こ
と
。
昆
虫
や

微
生
物
に
よ
る
汚
染
、
異
物
や
塵

壊
の
混
入
、
薬
品
相
互
の
汚
染
な

ど
に
よ
っ
て
、
医
薬
品
が
変
質
し

た
り
、
不
良
医
薬
品
と
な
ら
な
い

よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。

ω高
い
品
質
の
製
品
を
つ
く
る
た
め

の
シ
ス
テ
ム
を
設
計
す
る
こ
と
。

基
準
書
に
基
づ
い
た
製
薬
作
業

G
M
P
に
基
づ
い
て
、
県
で
は

各
製
造
所
に
対
し
次
の
基
準
書
の
作

成
と
基
準
書
に
基
づ
く
作
業
の
実
施

を
求
め
ま
し
た
。

ω品
質
管
理
基
準
書

ω製
造
管
理
基
準
書

ω製
造
衛
生
管
理
基
準
書

ω製
品
標
準
書

こ
の
基
準
書
は
、
原
料
の
受
け
入

れ
か
ら
製
品
の
出
荷
に
至
る
ま
で
、

製
造
工
程
全
般
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

各
工
場
で
は
、
こ
の
基
準
書
に
基
づ

い
て
作
業
を
行
い
、
基
準
書
ど
お
り

に
作
業
さ
れ
て
い
る
か
の
チ

ェ
ッ
ク

と
試
験
、
ま
た
そ
れ
ら
の
記
録
を
行

わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

一
方
、
こ
れ
ら
の
基
準
を
達
成
す

る
た
め
に
は
、
そ
れ
を
行
う
シ
ス
テ

ム
が
必
要
で
す
。

G
M
P
で
は
、
製

造
部
門
か
ら
独
立
し
た
品
質
管
理
部

門
に
よ
る
チ

ェ
ッ
ク
体
制
の
確
立
と
、

各
部
門
、
作
業
工
程
ご
と
に
責
任
者

を
お
き
、
責
任
体
制
を
明
確
に
す
る

こ
と
を
求
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
当
然
製
造
所
の
構
造
設
備

を
改
善
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
が
、

相
当
の
費
用
が
か
か
る
た
め
、

昭
和
五
十
三
年
度
末
ま
で
に
達
成
と

い
う
猶
予
を
設
け
て
い
ま
す
。

そ
の
他、

医
薬
品
の
品
質
に
つ
い

て
苦
情
が
あ
っ
た
場
合
、
す
み
や
か

に
原
因
を
究
明
し
、
改
善
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
よ
う
な
体
制
づ
く
り
を

求
め
て
い
ま
す
。

G
M
P推
進
策

13 

G
M
P
は
、
国
際
的
、
国
家
的
要

請
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。
県
と
し
て

も
消
費
者
保
護
の
見
地
か
ら
、
五
十

三
年
度
末
の
完
全
実
施
を
目
途
と
し
、

次
の
指
導
を
行
っ
て
い

ま
す
。

ω
G
M
P
モ
デ
ル
事
例
集
の
作
成

ω地
区
別
指
導
講
習
会

ω指
導
班
の
編
成
と
現
地
指
導

ω地
区
担
当
相
談
指
導
員
に
よ
る
指

導

応

同
品
質
管
理
、
粉
じ
ん
対
策
、
微
生

物
汚
染
対
策
な
ど
に
つ
い
て
の
指

導
と
講
習
会



) 

配
置
販
売
と
い

産
額
の
割
に
製
造

所
の
数
が
多
い
こ

う
独
特
の
販
売
方

法
で
全
国
に
知
ら

本
県
の
薬
業
は
今

と
に
気
づ
き
ま
す
。

れ
る
本
県
の
薬
業
。

県
内
似
の
工
場
が
、

本
県
の
薬
業
は
、

比
較
的
中
小
規
模

の
企
業
が
多
い
の

で
す
。

G
M
P
が
こ
と

伝統医薬品の包装

主
と
し
て
配
置
用

医
薬
品
を
つ
く
っ

て
い
ま
す
。

し
か
し
、
年
々

し
4
月
か
ら
管
理

増
加
す
る
生
産
額

面
に
つ
い
て
実
施

さ
れ
、
製
造
と
品

の
主
要
部
分
を
占

め
る
の
は
、
今
で

質
管
理
の

ν
ベ
ル

ア
ッ
プ
が
要
求
さ

れ
て
い
ま
す
。
さ

は
医
療
用
医
薬
品

で
あ
り
、
配
置
家

ら
に
臼
年
度
末
に

作成された基準害をもと に各工場の改善計画

が進められている

庭
薬
の
生
産
の
伸

び
は
、
近
年
実
質

は
、
構
造
設
備
の

的
に
は
横
ば
い
状

面
で
も
基
準
を
達

態
に
あ
り
ま
す
。

成
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
こ
れ

こ
れ
ら
配
置
用

医
療
用
な
ど
を
合

わ
せ
て
、
県
内
山

の
製
造
所
で
昨
年

に
は
多
く
の
投
資

が
必
要
と
さ
れ
、

中
小
企
業
の
多
い

一
年
間
に
つ
く
ら

近
代
化
へ
向
け
て

れ
た

か
富
山
の
く

す
り
u

は
、
金
額
に
し
て
側
億
円
。
全

国

8
位
の
生
産
額
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

し
か
し
こ
こ
で
図

ωを
ご
覧
に
な

っ
て

下
き
い

。
主
要
生
産
県
の
中
で
は
、
生

大
き
な
試
錬
に
立
た
さ
れ
て
い
る
と
い

え
ま
す
。

こ
の
た
め
県
と
業
界
は
、
先
に
配
置

用
医
薬
品
製
造
業
が
中
小
企
業
近
代
化

促
進
法
の
指
定
を
受
け
た
の
を
契
機
に
、

近
代
化
計
画
の
普
及
、
合
併
、
協
業
化

よ
り
良
質
の
医
薬
品
を
消
費
者
に
提
供

な
ど
近
代
化
と
合
理
化
を
進
め
、
あ
わ

し、

」
畠
山
の
く
す
り
H

の
評
価
を
高
め

る
こ
と
が
、
本
県
の
薬
業
に
と

っ
て
今

各種の原料を混合する W型ミキサー

せ
て

G
M
P
を
乗
り
切
ろ
う
と
現
在
真

剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
よ
り
安
全
、

後
と
も
必
要
な
こ
と
で
し
ょ
う
。

50年

主要生産県の医薬品生産願と製造所数

口 生産額 (49年)
Eコ製造所数

富山県医薬品生産額の推移
(量近5ヶ年の量終製品単位億円)

49年岨年

一般用

亡コ配置用

- 医療問

折れ線は岨年を

100とし た指数

図(1)

図(2)打
錠
器
か
ら
次
々
に
錠
剤
が
飛
び
出
る

A 
糖衣錠工程

分
包
作
業
に
ず
ら
り
と
並
ん
だ
従
業
員

14 

砂

検査結果は克明に記こちらは大きさの検査

録処理される

15 

慎重に重さが測られる一粒の錠剤はごく軽い
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たべもの消費は?地方別にみた

L 全国消費実態調査の結果から

牛
肉
は
近
畿
が

一

く
、
次
い
で
中
国
(
一
・
一
話
)
、
四

四
誌
と
最
も
多

国

(0
・
九
話
)
、
九
州

(
0
・八
詰
)

の
順
に
な
っ
て
お
り
、
北
陸
は

0
・

五
誌
で
全
国
平
均
を
下
回
り
、
ま
た

北
海
道
、
東
北

(
0
・

二
詰
)
で
は
購
入
量
が
き
わ
め
て
少

一
話
、
0
・

な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
対
し
、
豚
肉
は
沖
縄
の
三
・

二
一話
を
別
と
す
れ
ば
、
関
東

(二

・

一
話
)
東
北

・
北
海
道
(一

・
七
宮
)

と
東
日
本
に
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
鶏
肉
は
北
陸

(
0
・
四
詰
)
、

北
海
道
・
東
北

(
0
・
五
箆
)

で
購

入
量
が
少
な
く
、
他
の
地
方
は
お
、

む
ね

0
・
七

1
一
・
O
誌
と
な
っ
て

い
ま
す
が
九
州
だ
け
は

一
・
三
箆
と

こ
れ
ら
を
大
幅
に
上
回
っ
て
い
ま
す
。

ー
近
畿

・
中
国

・
四
国
で
は
み
そ

の
消
費
が
少
な
く
、
北
海
道
、

東
北
、
北
陸
で
は
塩
の
消
費
が

多主
な
-
調
味
料
の
購
入
量
を
地
方
別

に
み
る
と
、

し
よ
う
油
は
全
国
平
均
の

一
・
八

μ
に
対
し
、
東
北
が
二

・
四
川町

で
最

も
多
く
、
北
陸
は
二

・
一
μ
で
上
位

ク
ラ
ス
、
沖
縄
は

一
・
O
μ
で
き
わ

み
な
さ
ま
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い

た
昭
和
四
九
年
全
国
消
費
実
態
調
査

の
結
果
か
ら
今
回
は
、
全
国
地
方
別

に
み
た
食
料
品
の
消
費
の
実
態
の
う

ち
主
な
も
の
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
て

ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
こ
の
調
査
は
昭
和
三
四
年

か
ら
五
年
ご
と
に
行
わ
れ
、
四
九
年

は
四
回
目
の
調
査
で
九

i

月

国
が
ソ実
施
し
た
も
の
で
す
。

• 
主
食

ー
米
の
消
費
は
北
海
道

・
沖
縄
で

や
や
多
く
、
中
園
地
方
で
少
な
い
|

う
る
ち
米
は
全
国
平
均
の

一
世
帯

(三

・
九
人
)

一
か
月
当
た
り

一
七

・

四
話
、

三
千
九
百
円
に
対
し
、
北
海

道
は
二
0
・
一
話
、
四
千
六
百
円
と

多
く
、
沖
縄
は
、
復
帰
後
の
特
別
措

置
と
し
て
価
格
が
抑
え
ら
れ
た
た
め

購
入
量
は
九
・
五
箆
と
北
海
道
に

つ
い
で
多
い
の
で
す
が
、
支
出
金
額

は
千
八
百
円
と
か
な
り
少
な
く
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
北
陸
は

一
八

・
五

話、

三
千
八
百
円
で
三
番
目
に
多
く

一
方
、
中
国
地
方
は

一
五

・
七
話
、

三
千
四
百
円
と
最
も
少
な
く
な
っ
て

い
ま
す
。

ー
近
畿
、
中
園
、
四
国
は
ゆ
で
う

陣

め
て
少
な
く
な

っ
て
い
ま
す
。

み
そ
は
全
国
平
均
の

一

対
し
、
近
畿

(
0
・
七
話
)
、
中
国
及

二
箆
に

ぴ
四
国

(
0
・
八
話
)

で
こ
れ
を
下

回
り
、

一
方
、
北
海
道
で
は

一
・
ノ

誌
と
最
も
多
く
、
北
陸
は

一
・
一一一一お

と
な

っ
て
い
ま
す
。

白
砂
糖
は
全
国
平
均
の

に
対
し
、
四
国
が

一

四
話
、
北
海

道
・
中
国
・
九
州
が
と
も
に

誌
で
幾
分
多
く
、
北
陸
は

0
・
九
詰

で
他
の
地
方
と
大
き
な
差
は
あ
り
ま

せ
ん
。

食
塩
は
北
海
道

(一

・五
箆
)
、
東

北

(一

・
四
詰
)
、
北
陸

(一

・
二
詰
)

で
他
の
地
方
の
約
2
倍
以
上
と
な

っ

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
地
方
で
は

漬
物
の
た
め
の
需
要
が
多
い
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
酢
は
西
日
本
、
ソ
ー

ス
は
、
京
浜
・
中
京
・
京
阪
神
の
大

都
市
圏
で
、
化
学
調
味
料
は
北
海
道
・

東
北
・
沖
縄
で
多
い
の
が
目
立

っ
て

い
ま
す
。

• 
し
好
食
品

ー
清
酒
は
東
北
、
北
陸
で
、
ウ
ィ

ス
キ

l
は
北
海
道
・
関
東
で
1

1

清
酒
の

一
か
月
当
た
り
の
購
入
量

ど
ん
、
北
海
道
、
東
北
は
干
う

ど
ん
ゆ
で
う
ど
ん
は

一
世
帯

一
か
月
当

た
り
近
畿
(
三
五
O
円
)
、
四
国
(
三

0
0
円)、

中
国

(
二
五
O
円
)
が
全

国
平
均
の

二
三
O
円
を
上
回
っ
て
お

り
、
干
う
ど
ん
は
北
海
道
(
一
四
O

円
)
、
東
北
(
二
ニ

O
円
)
な
ど
が
全

国
平
均
の
八
九
円
よ
り
多
く
支
出
さ

れ
て
い
ま
す
。
な
お
北
陸
は
前
者
が

一
八
五
円
、
後
者
が
七
四
円
支
出
し

て
お
り
ま
す
。

• 
副
食

ー
牛
肉
は
関
西
、
豚
肉
は
関
東
、

牛 ・鶏
肉
豚は
九
鶏州
な|
ど
を
メ入

わ
せ
た
肉

類
の

一
か
月
当
た
り
購
入
量
は
沖
縄

が
五

・
三
誌
で
最
も
多
く
、
次
い
で

九
州

(三

・八
箆
)
、
近
畿

(三

・
七

話
)
及
び
関
東

(三

・
四
詰
)

で
全

国
平
均
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。
一

方、

北
陸

(二

・
二
詰
)
、
東
北

(二

・
五

話
)
、
北
海
道

(二

・
七
詰
)

で
は
全

国
平
均

(一一
了

三
詰
)
を
か
な
り
下

回
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
地
方

で
は
生
鮮
魚
介
の
支
出
が
比
較
的
多

い
の
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
購
入
量
を
種
類
別
に
み
る
と

ー

を
み
る
と
、
全
国
平
均
の

一

に
対
し
、
東
北

(二

・
九

μ)
、
北
陸

(二

・
八

μ
)
、
中
国

(二

・
三
川
町
)

で
多
く
、
沖
縄

(一

・
O
μ
)
及
び

-
四
川町)

で
は
少
な
く
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
東
海
地
方
以
西

九
州|

二
話

で
高
級
酒
の
割
合
が
高
く
な

っ
て
い

ま
す
。
反
面
、

二
級
酒
の
割
合
は
東

日
本
で
高
く
、
北
海
道
の
六
四
・

六

rを
は
じ
め
東
北

(
六
三

・
八
許
可

関
東

(五
四

・
六

r)、
北
陸

(五一
・

一
計
)
と
い
ず
れ
も
五
割
を
こ
え
て

い
ま
す
。

ウ
イ
ス
キ
ー
は
、
全
国
平
均
の

八
三
叫
に
対
し
、
北
海
道
が
三
七
八

分月3
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-ロ刀
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目
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目
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E
ロ
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た
北
陸
は
九
二
M
消
費
し
て
い
ま
す
。
一市

一
方
、
ビ
|
ル

(六
一一一一一一
叫
)
は

-U

全
国
平
均
の
四

・
二
本
に
対
し
、
近

畿

(五

・
四
本
)
及
び
関
東

(四

・

叫
と

2
倍
を
こ
え
、

次
い
で
関
東

(二
八
五
叫

)、
東
北

(二

O
五
叫
)

沖
縄

(一

八
四
叫

)
で
多
く
、
他
の

地
方
で
は
四
国
が
七
八
耐
と
少
な
い

ほ
か
大
き
い
差
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

四
本
)
が
こ
れ
を
上
回
り
、
北
陸
が

三

・
二
本
と
少
な
く
、
他
の
地
方
で

も
三

・
二
1
四
・

O
本
と
な
っ
て
い

ま
す
。

l
'
 

J
ノ
ト
ル

鶏肉の購入数量

強 肉

l世帯当た η月平均(全世帯)

1.5 

豚肉，

2.0 

0

5

0

 

1

0

(同
)

-

t

i

一沖

縄

-

-

九

州

一

-

四

国

一

l

一中

国

一
〈

-ー

一近

;
 
一
¥
一東
海

『

-

北

陸

一
一
関
東

一
-
東

北

=
北
海
道

一

-

全

国

5

0

5

0

 

1

1

0

(同
)

地方別牛肉，図 1

牛 肉

帯

ヲ
悩

世

川
|
単

全

-r

訳

却
↑

内

一

量

百

入

判例

購の類酒

九

州

四

国

同
)
nu 
q
t
 

中

四

九

沖

中

国

近

畿

そ

16 

図3

東

海

北

陸

1.5 

全北東関
海
国道北東

1世帯当Tニη月平均(全世帯)

。 1.0 0.5 

しょうゆの購入数量図2 地方別みそ

(2) 2.5 2.0 1.5 

しょうゆ

品目 事名 4両 単位
価格 2月からみ

品目 音名 柄 単位
価格 2月からみ

(円) た上昇尊紗ゆ (円)た上昇薄紗ゆ

食ノマン -n乙J山市且川 1 kg 282 4.1 み そ並、袋入(lkg入) l袋 223 2.3 

JlnrH; 
即席中華めん袋入 り 100g 47 。砂 新 上白 1 kg 287 。ラーメン

あ じ まあじ丸(長さ約15cm以上) 100g 87 31.8 レモン 1側約110g、「サンキスト J 1 kg 422 ム41.2

さ ぱ 丸(長さ約25cm-35cm) 100g 34 17.2 パナナ 1 kg 200 ム 7.8

、、 か するめいか 100g 107 25.9 ちり紙 白ちり3号、クレープ付) 8ωキ文 157 。
牛 肉中 100g 325 6.6 

せんたく用 合(2成洗剤、粒状箱入 l箱 653 。l洗 剤 65kg入)

豚 肉中 100g 195 ム 2.5 ベニヤ 板 2ラ類ワl等ン(材18、普通合板、JAS 1枚: 345 6.2 2cmX91cmX2.7判)

，、 ム プレスハム、上 100g 178 。ワインャツ カッタ一、 ポリエステル混紡
1.f文 2100 。(i昆紡) ブロード80番手、白、 普通品

牛 手L 1J日工乳(2∞CC入)月極め l本 51 。せんたく代 配綿達、ワ;料イシ後ャツ(カッター) 1t.文 108 。金払い

~ 卵 1倒約60g 1 kg 343 ム 2.8 n 7由 自灯油、;古替売り、配達 18 e 740 。
キャベツ 1 kg 141 ム32.2

プ ロ パ ン
家庭用、 10kg、容器代除〈 l本 1500 。

ガス

ほう れん1;!. 1 kg 199 636.4 
自動車

レギュラーガソリン現金売り 1 e 113 。ガソ リン

大 +艮 1 kg 111 ム 6.7 理事色料 大人調髪(洗髪を含む) 1回 1675 。
大 豆黄白豆 100g 29 。パーマネン コール ド(セッ トを含む) l回 3825 。

ト代

しょう 補 濃「キ口ッ、上・ ぴん詰(2e入) I本 430 。ノマンテキィス ナサイイ ロン10015%~、プレーン、 I足 200 。コーマン印」 トッ ング ズM、 20デニール

L> ~n は 、 マイ ナス を示しています 。

qフ

(;主) 生鮮食料品は上、中、下旬の平均価格、その他の品目は中旬の価格です。

※印は、共通の銘柄によって調査できなかった品目を示しています。
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-県政のうごき 3月 q 日~31 日

富医薬大、初の入試

3月3日・県内から28人医学部合格
国立大学一期校富山医科薬科大学の初入試が、 3日、

4日の両日行われました。試験会場は、医学部が富山

中部高校旧校舎、薬学部が富山女子短大。欠席者を除

いた実質の競争率は、医学部(定員100人)が4.88倍、

薬学部薬学科(同55人)が1.98倍、同製薬化学科(同

50人)が1.82倍でした。

17日合格者が発表されましたが、県民注目の医学部

には、 102人の合格者中、県内から28人、薬学部も 105

人中43人といずれも県別でト ップ、見事期待に応えま

した。

また26日には、富山市西長江の県立総合衛生学院か

ら岡市芝園町の富山中部高校旧校舎へ引越し。早速、

第一期生を迎え入れる準備に入りました。

「労務管理を正せJ

3月刊日・目、全農協に初の通達
県農業水産部は11日、県内53農協に、「農協におけ

る労務管理を適正化し、労働基準法違反を一掃するよ

う」文書通達しました。

9日の県議会本会議の一般質問で指摘カてあり、また

富山労働基準局の要請があったため単位農協に通達し

たもので、初めてのケース。通達とあわせて、県てのは、

農協の常例検査の際や労務管理研修会を通じ て、改善

を指導していくことになりました。

雇用回復の兆し-2月の

3月刊日・県内労働市場調べまとまる
11日まとま った 2月の県内労働市場によると、同月

の有効求人倍率は常用で0.59と、 1月の0.56を上回り

2か月連続の上昇がみられました。

この 2か月連続の上昇は、 48年の10、11月のオイル

ショック以来。新規の求職者数が減ったのに対し、製

造業を中心とした求人が上向いてきたためてい、県では、

楽観はできないものの、回復の兆しとみて、雇用の確

保に一段と力を入れています。

3月刊日・?E222社会をきく
住民泊現J貝一一-5団体に

県新生活運動協議会は16日、県庁で「第 6回明日の

~顕蝿醒臨臨輯盟醐蝿盟蝿

地域社会を築く住民活動賞」の表彰式を行い、中国会

長(県知事)から、富山市三郷地区など 5団体の代表

に表彰状が手渡されました。

受賞団体はいずれも、地域にあ って環境の美化、奉

仕活動、生活の改善、地区の発展に功績があ ったグル

ープて¥団体名と受賞理由は次のとおりです。

じ〉富山市三郷地区=47年から地区の環境美化、地元企

業との融和に努めたもの。

[>魚津市升方婦人消防隊=36年から消防隊を結成、婦

人だけで山間部の地区防火活動に努めたもの。

b黒部市生地かめの会ニ45年か ら青年が中心になって

少年少女育成のための各種催し物を聞き、社会奉

仕活動を行ったもの。

じ〉高岡市川原婦人会=46年から住みよいふるさとづく

りに励み、花と人が心通う町づくりを行ったもの。

[>黒部市東布施婦人会=45年から地域の冠婚行事の簡

素化に努めたもの。

3月22日・110番、全県を直結
県警本部は、犯罪の広域化とスピード化に対応する

ため、県内17警察署全管内の110番通報をすべて県笹

通信指令室へ直結させる集中管理化を進めていました

が、 22日平村、上平村を除く全県集中化が完了しまし

た。残る福光署管内の平、上平両村についても、 5月

20日に集中化の予定で、全県集中が行われたのは、神

奈川県に次いで全国で 2番目のことです。

これによって、従来の方式では各署で110番を受け、

改ためて本部を通じて手配していたものが、本部から

直接県内全署に手配できる、などの効果が出ています。
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3月22日・521官主表彰
22日、県庁で県米‘作改良選賞式が行われ、地力増強

や病害虫防除などに努め、米づくりに励んだ、農家の

手本砂ともいえる 124倒人・団体に賞状、感謝状が贈

らオLまし fこ。

また、農林大臣賞の伝達も行われ、中田知事から入

善町飯野の大井武成さん (52)に賞状が手渡されまし

た。大井さんの受賞は、米の10a当り収量(反収)平

均660'c (11依)、売り渡し全量17，400' c (290俵)を 1

等級米ばかりで，ljめたという米づく 1)実績によるもの

です。

愛本・神通峡

3月26日・自然環境保全地域に
県向然環境保全審議会が26日聞かれ、「愛本J r神通

峡」の自然環境保全地域への指定と、新たに 5の鳥獣

保護区の設定を中田知事に答申しました。

今回新たに指定、設定された地区は次のとおりです 0

.自然環境保全地域

「愛本」 ケヤキ、アカシテι-どの天然自と主地であり
学術的にも貴重。宇奈月町愛本一帯の11.78ha。

「神通峡」 神通川のV''{峡と!奄谷ilTl;'の喋岩層にみら

れるエクボhーなど特異な地質、地形をなす152.68ha。

大沢野町と細入村にまたがり、珍しいコン虫類も豊

富

.鳥獣保護区

「白木峰」 八尾町白木峰一帯の4，590ha。ウグイス、

クマタカなど。

「奥神通」 神通峡一帯の460ha。 カケス、カルガモ、

オシドリなど。

「奥1i位」 福岡町沢川一帯の280ha。ホオジロなどの

ほか、テン、キツネなども 。

「医二五山」 福光町医王山一帯の1，790ha。 クロツグミ

などのほか、タヌキ、ツキノワグマなど。

「小)11J 朝日町負釣山一帯の600ha。 イヌワシ、カモ

シカ、 キツネなど。

この自の答申で、県内の自然環境保全地域は 5地区、

鳥獣保護区は31区になりました。

3月27日・2遺跡が国指定遺跡に
27日、大沢野町の直坂第一遺跡と大門町の串田新遺

跡が、国指定遺跡に指定されました。

「直坂遺跡」は、大沢野町舟倉、舟新地内にあり、

さる46年に発見された先土器時代から縄文時代(1万

年 一 3千年前)までの集落跡。当時、神通川をルート

として、北陸各地と全国各地の間に文化交流があった

ことをぶすという出土品や住居跡の形式をもっていま

す 。 r串田新遺跡」は、大門町串田新地内、縄文時代

から古墳時代 (1万年前 7世紀)の集落跡。北陸地

方における考 Iii'γ:1..の時代[足分の目安となるい串田

新式土器かなどが出土しています。

なお、この目、固め文化財保護審議会が新たに指定

した史跡、天然記念物などの指定文化財は、全国で34

件。 また、県内の国指定文化財は、これで74件になり

ましアこ。

月29日・駒大切にする運動県推進会議
~r物と私たちのくらし」を発行

物を大切にする運動県推進会議が「物と私たちのく

らし」というテキストを発行、 小学校のカリキュラム

に組み入れ、 5年生の社会科の副読本として用いるこ

とになりました。

この全住lでも初めての試みは、 2年前の異常物価時

代に続く省資源、省エネルギーに対処して、子供のこ

ろから物を大切にする気持ちを植えつけるための教育

を行おうというもの。小学生IIlJきに 、図解を入れるな

ど、わかりやすく編集してあります。

3月29日・22222T発

県貿易振興審議会が29日聞かれ、富山県の貿易課題

として、①国際水準以上の技術の確保②輸出製品の開

発③版路の拡張ーーなどを決めました。

また席上、 50年の対岸貿易がソ連への定期配船の就

航で大幅に伸び、貿易額に占める輸出割合が、 49年の

15.3%から40% と、大きく上昇したことが報告されま

しfこ。
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春
ガ
鳥
の
さ
え
ず
り
に
乗
っ
て

鳥
た
ち
に
と
っ
て
、
春
は
恋
の
季
節
。
雄
鳥

は
雌
鳥
の
心
を
惹
き
つ
け
る
た
め
に
、
一
年
中

で
も
っ
と
も
美
し
く
装
い
、
声
を
か
ぎ
り
に
恋

の
歌
を
さ
え
ず
る
の
で
す
。

ア
メ
リ
カ
や
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
国
々
で
は
、
野

鳥
の
さ
え
ず
リ
に
耳
を
傾
け
、
そ
の
美
し
い
姿

を
求
め
て
森
へ
分
け
入
る
こ
と
が
盛
ん
に
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
う
れ
し
い
こ
と
に
は
、
県
内
で

も
、
鳥
を
観
察
し
よ
う
と
い
う
人
達
が
ど
ん
ど

ん
増
え
て
い
ま
す
。

鳥
が
す
む
と
い
う
こ
と
は
、
エ
サ
と
な
る
昆

虫
や
植
物
が
豊
富
に
生
育
し
自
然
が
生
き
て
い

そ
こ
は
ま
た
、
私
た
ち
の
生
活

る
証
拠
で
す
。

環
境
と
し
て
も
適
し
て
い
る
と
い
え
る
で
し
ょ

う
。
春
が
鳥
の
さ
え
ず
り
に
乗

っ
て
や
っ
て
来

る
ー
ー

そ
ん
な
生
活
環
境
は
県
民
す
べ
て
の
願

い
で
な
い
で
し
ょ
う
か
。

し
か
し
実
際
に
は
、
自
然
の
中
に
分
け
入
る

こ
と
も
少
く
な

っ
た
私
た
ち
。

そ
ん
な
私
た
ち

が
野
の
鳥
に
接
し
、
美
し
い
姿
と
さ
え
ず
り
の

中
か
ら
、
自
然
を
愛
し
、
求
め
る
心
を
育
て
る

こ
と
を
願
っ
て
、
こ
の
五
月
十
日
か
ら
、
三
十

回
目
の
愛
鳥
週
間
が
始
ま
り
ま
す
。

週
間
中
こ
ん
な
催
し
物

愛
鳥
週
間
は
は
じ
め

一
九
四
七
年
に
、
鳥

ノ

野
鳥
と
共
に

豊
か
な
自
然

愛
鳥
週
間

5
月
間
日

l
m日

士
の
提
唱
で

類
学
者
の
オ
リ
バ
ー

・
エ
ル

・
オ
ー
ス
チ
ン
博

f
ハ
ー
ド

・
デ

l
u

愛
鳥
の

日

・
四
月
十
日

)
と
し
て
始
ま
り
ま
し
た
。
昭

和
二
十
五
年
か
ら
、

，パ

l
ド

・
ウ
ィ
ー
ク

'

(愛
鳥
週
間

・
五
月
十
日

1
十
六
日

)
と
改
称

さ
れ
、
今
日
に
至

っ
て
い
ま
す
。

週
間
中
の
全
国
行
事
と
し
て
、
毎
年
開
催
の

「
全
国
野
鳥
保
護
の
つ
ど
い

」
が
あ
り
、
今
年

ツバメの生息数推移
(46年------50年)

29，189 

27，835 n ，_..， 
26，391 
r聞.25，569 

F圃司

29，240 
F田司

生息数
(千羽)

q
t
n
u
n
B

rO

A

U守
内

t

q3

2

u

q

t

弓

L

q

L

内
正

u
h
ト
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週間中には巣箱かけも野鳥が好む植物の種を風船につけて (野鳥に

えさをあげる日)rあなたの庭に届いたら種を

まいてね」と園児達も協力

は
徳
島
県
で
聞
か
れ
ま
す
。
ま
た
こ
れ
と
並
行

し
て
、
各
都
道
府
県
で
も
い
ろ
ん
な
行
事
を
催

し
ま
す
。
富
山
県
で
行
う
行
事
は
次
の
も
の
で

す
。

一
ツ

バ
メ
の
調
査

毎
年
五
月
十
日
を
調
査
日
と
し
て
、
昭
和
四

十
六
年
か
ら
始
め
ら
れ
ま
し
た
。
調
査
員
は
県

内
の
小
学
校
六
年
生
。
自
分
達
の
学
校
や
家
の

川ザ町l
 50年

ま
わ
り
に
や

っ
て
来
る
ツ
バ
メ
の
数
や
生
活
に

つ
い
て
調
べ
ま
す
が
、
自
然
環
境
の
現
況
を
把

49年

握
す
る
資
料
と
し
て
も
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

48年

過
去
の
調
査
結
果
を
み
る
と
、
生
息
数
(
図

参
照

)
は
、
四
十
七
年
に
急
減
し
ま
し
た
が
、

47年

四
十
八
年
か
ら
は
年
々
着
実
に
回
復
し
て
お
り
、

五
十
年
に
は
二
九
、
一
八
九
羽
と
、
ほ
ぼ
四
十

六
年
の
羽
数
に
戻

っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
有
機
水
銀
系
農
薬
が
使
用
禁
止
に

な
り
、
鳥
の
エ
サ
と
な
る
毘
虫
類
が
増
え
た
た

46年

みんなで野鳥を大切に
これらの保:j;i蔓常願寺川下流にあるサギの森

にも力が注がれる

め
と
考
え
ら
れ
、
県
内
の
自
然
が
徐
々
に
蘇
つ

て
い
る
あ
ら
わ
れ
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

一
野
鳥
に
え
さ
を
あ
げ
る
日

五
月
十
四
日
、
鳥
が
好
ん
で
食
べ
る
植
物

の

種
子
と
、
拾
っ
た
人
が
庭
先
に
ま
い
て
く
れ
る

よ
う
お
願
い
し
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
入
れ
た
袋
を
風

船
に
結
び
、
幼
稚
園
児
の
手
か
ら
放
ち
ま
す
。

過
去
に
は
茨
城
県
ま
で
飛
ん
だ
こ
と
も
あ
り
、

拾
っ
た
人
か
ら
の
便
り
も
届
き
ま
し
た
。
こ
の

愛
鳥
風
船
を
拾
っ
た
ら
、
庭
先
な
ど
に
種
子
を

宇
品
、
き
キ
今
し
ょ
、
っ
。

…
野
鳥
観
察
の
日

(探
鳥
会
)

自
然
の
ま
ま
に
残
さ
れ
た
山
野
に
分
け
入
り

そ
こ
に
住
む
野
鳥
の
声
や
姿
を
観
察
す
る
の
が

探
鳥
会
で
す
。
毎
年
、
鳥
に
興
味
を
も
っ

人
が
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多
数
参
加
し
ま
す
。

そ
の
他
県
内
の
児
童

・
生

徒

(
小
・
中
・

高
)

か
ら
、
愛
鳥
ポ
ス
タ
ー
と
標
語
を
募
集
し
、
優

秀
作
品
を
表
彰
し
ま
す
。

私
た
ち
の
ま
わ
り
で
は
、
少
く
な
っ
た
と
は

い
え
、
春
と
と
も
に
か
わ
い
い
花
が
咲
き
、

小

鳥
が
歌
い
ま
す
。
愛
鳥
週
間
を
機
会
に
野
の
鳥

を
観
察
し
、
自
然
の
中
で
の
潤
い
の
あ
る
ひ
と

と
き
を
過
ご
し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
。
自
然
の

恵
み
を
肌
で
味
わ
い
、
自
然
を
守
る
心
へ
と
考

、
ん
を
め
ぐ
ら
し
て
も
み
た
い
も
の
で
す
。
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高校開放講座教養*趣味*技能を

や
趣
味
・
技
能
等
が
身
に
つ
く
占
つ
に

工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
。

受
講
料
は
無
料
で
す
。
ど
な
た
も
お

気
軽
に
、

御
希
望
の
講
座
を
開
設
す
る

高
等
学
校
へ
直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ

各
講
座
と
も
、
先
着
順
に
受
け
付
け
、

定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。

申
し
込
み
は直
接
各
校
へ

こ
と
し
も
県
民
大
学
校
地
方
講
座

(
高
校
開
放
講
座
)
を
実
施
し
ま
す
。

各
講
座
と
も
、
参
加
者
が
楽
し
み
な

が
ら
、

日
々

の
生
活
に
直
結
し
た
教
養

〈ニとしの開設講座〉

地区 講座開設校 ア て? 募定集数 申込受付期間 開設期間

新
入善高校 豊かな生活と

来ヲ40
5月1日~ 5月22日

宮0765(72)1145 環境づくり 5月10日 11月13日
ー，ー---_----ーーーーーーーーーーーー--ー-----ー--ー--ー，ーー，ーーーーー-ーー-ー・ー・ー--・ーー・・・ー-・ー.ー・・・・・・ー・-----・・ーーーーー・ーーー喧ーーーーー-

)11 
桜井高校 健康と体力

来句40
5月1日~ 5月中旬

ft0765(52)0120 一楽しい体力づくり一 5月15日 11月下旬

雄峰高校 一生情活操 をび絵豊、楽画しかみ に 5月10日~ 6月5日
昌
宮0764(41)4951

のよろこ を知る一 約40
5月31日 11月1日陶芸・

ー・------------------ー

書庭草暮花木句野コ趣し菜町味スコの中ー骨間にス量芸自栽ー黙コをース

ーー・ーーーーーーーー・ーーーー・ーー----ー・ー・-----・・・・・・・・ーー・--宇

山
中央農業高校 4月30日~ 5月15日
ft0764(83)1911 

ネヲ40
(lコース5選月択5申込日) 12月11日

高 志貴6野(22)高57校
暮らしに活かす趣味と科学 5月1日~ 5月下旬

ft0766(22l5705 染色 ・日曜大工 ・食品科学 来ヲ40 5月8日 11月上旬
ーー・・--ー，ー・『ー・，ーーーーーーーー -家庭電気 ー・・・・・・・・・・・ー・------------------ー--ー

岡
小杉高校 豊かな暮らしと

約40
5月1日~ 5月15日

宮07665(5)0644 趣味の園芸 5月8日 10月30日

砺
福野高校 自然と趣味を

約40
4月26日~ 5月15日

宮07632-2014 活かした生活設計 5月7日 10月16日
ーーーーーーー-ーーーー・.ー・・ー・.-・・・・・・ー・・・・・・・・ー・・・・・・・ー-----------ー----・ー--ー---宇ー-ーー-ーー-----ー-ーー"・ー'ーー--ー--ー--ー，司・ー

j皮
福光高校 健康と体力

来句40
5月1日 5月22日

宮07635(2)2222 一わたしもやろう体力づくり一 5月10日 11月20日

-新聞「みんなの県政」 は4紙に登載

毎月の最終土曜日に、北日本・富山・読売・北陸中

日の各新聞に、県政の最近の動きや身近なお知らせ

を載せています。

・ご相談ごとはお気軽に県民相談室へ

生活上のご相談、県政への希望、ご意見など、気軽

に次の相談室をご利用ください。

富山県県民相談室(広報課内)

干930富山市新総曲輔1の7ft(0764)31-4111

高岡地方県民相談室

〒933高岡市赤祖父211高岡総合庁吉内

宮 (0766)21-9411 

魚津地方県民相談室

〒937魚津市新宿10-7魚津総合庁告内

宮 (0765)24-5311 

砺波他方県民相談室

〒939-13砺波市幸町1-7砺波総合庁舌内

宮 (07633)3-5151

みなさんの広報課から「お知らせ」I ihta:dlvーは軒一一憶
す。広報課は、県民のみなさんのご意見やご希望、

ご相談を受け県政に反映する く公聴係〉 と¥県の施

策をみなさんに一日も早くお知らせする く広報係〉

ガあって、みなさんと県とのパイプ役としての玖お

ような仕事をしています。

.テレビ「みんなの県政」 でお楽しみくださl¥，

*北日本放送 (KNB)

毎週の日曜日、午前9時から30分間力ラ一放送

県政ふるさとめぐり、県施策を対談・座談会などで

わかりやすく解説しています。

*富山テレビ (T34)

自週の月曜日から土曜日までの自己¥午後5時4扮

から〈土曜日のみ午後5時25分から)5分間力ラー

放送。

県からのお知らせ、郷土の伝統産業、県内ι漢術工
芸品紹介、みなさんの声などをユニークに腕差。

.月刊誌「みんなの県政J は包月5日頃に発行

県政の施策の解説、生活知識など登載しています。

.みんなの県政5月号.Mi.88・企画発行 富山市新総曲輪1の7宮31-4111干930富山県知事公室広報課
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